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1.研究目的

・アルテミアの光⾛性に影響をあたえる
光の特徴をとらえる。

→光の⾊の違い



uアルテミア

u 分類︓節⾜動物⾨甲殻綱無甲⽬ホウ
ネンエビモドキ科アルテミア属

u 学名︓Artemia franciscana

u 英名︓brine	shrimp

• 塩湖に⽣息

• ノープリウス幼⽣→正の光⾛性
成体→負の光⾛性

⽔温 26℃
塩分濃度 2%
で飼育

• 乾燥卵→⽣きた化⽯

• 体⻑約1〜1.5 cm（成体）



2.方法

① ⽔槽内にアルテミア（成体）を⽤意する
② ⽔槽を暗室に30分程度置く。
③ 4⾊のライト（⾚、⻘、緑、⽩）を⽤意する。
④ 10分間ライトの光をC区域に当てつづける。1分
おきにA〜D区域※それぞれの個体数を含めた集
まり⽅を記録する。
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図1 実験装置 図2 上から⾒た様⼦

※左上から反時計回りにA,B,C,Dと設定する



3.結果

図3-1 ⾚⾊光 図4-1 緑⾊光

図5-1 ⻘⾊光 図6-1 ⽩⾊光
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図3-2 ⾚⾊光 図4-2 緑⾊光

図5-2 ⻘⾊光 図6-2 ⽩⾊光



4.考察

• ⾚⾊光→好まれる性質

• 緑⾊光→好まれない何らかの原因

• ⻘⾊光→緑⾊光とは異なる好まない性質

• ⽩⾊光→⾚や緑、⻘のすべての性質を持つ



5.今後の課題

• 繰り返し⾏ってデータの正確性を⾼める

• 他の⾊についての反応

• 照度の調節
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